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 はじめに	
 

高レベル放射性廃棄物は、ガラス固化体を製作し

保管されるが、高レベル放射性廃棄物中には遷移金

属、ランタノイドや白金族など多くの元素が含まれ

ている。中でも白金族や Mo はガラスに溶けにくく、

ガラス固化体製作において問題となる。その Mo 元

素に着目し、CMOS カメラを用いて、電気炉中で高温

にした試料のイメージング測定を行い、Mo 元素の挙

動を観察した。	
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 実験	
 

厚さ 0.5mm、測定試料が入る幅 1mm のアルミナ製
試料容器に粒径数十μm 又は 300〜500μm のホウケ
イ酸ガラス粉末、乾燥模擬廃液（再処理過程で発生
する放射性廃液の内、放射性核種を非放射性元素や
挙動が似た元素に置換えて模擬し作製した廃液を乾
燥させた試料）粉末及び Mo と白金族の合金粉末
（模擬不溶解残渣）をよく混合して入れ、電気炉中
に入れた。加熱中の試料を透過した放射光を CMOS
カメラを用いてイメージング測定した。使用したカ
メラは、浜松ホトニクス製 OrcaFlash	
 4.0 であり、
ビームモニタ AA40 と組合わせて用いた。放射光の
エネルギーは、Mo の吸収端より少し高いエネルギー
の 20.1keV を用いた。	
 
	
 

3	
 	
 	
 結果および考察	
 

得られた結果の中で、粒径 300〜500μm のホウケ

イ酸ガラス粉末を用いて測定した例を図に示した。

加熱して温度を上昇させながら連続してイメージン

グ測定を行っているので、動画として観察すること

が可能になる。その中で、800℃、900℃、1000℃の

状態を図に示した。800℃では、ガラスが溶けてい

ないので粒が確認できる。20.1keV のエネルギーで

観測したので、Mo が存在すると放射光が吸収され黒

く観測される。図の赤丸は、Mo を含む合金を示して

いる。900℃では、ガラスが溶け、合金も溶け始め

て周りに広がり始めているので、粒が大きくなった

ように観測されている。1000℃では、ガラスが発泡

し、合金は位置を動かさせられながら溶けているの

がわかる。加熱終了後の XAFS 測定結果から、Mo は

MoO4
2-として存在し、複合酸化物を形成していると

考えられる。	
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図	
 粒径 300〜500μm のホウケイ酸ガラス粉末を

用いて加熱中（上から 800℃、900℃、1000℃）の

20.1keV によるイメージング測定	
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 まとめ	
 

放射光イメージング測定は、不均一な試料中でも

目的元素の挙動が観測できることがわかる。また、

イメージング XAFS を測定することにより、目的部

分の化学状態把握に有効であることがわかる。	
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